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さしをいっ 1;("、に裕ぴて赤、l当、紫の花が咲き誇っています。

-(-ど Lたちは、 甘いかおりを楽 Lみなが句読位に師JJんでいま

す。
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zrじんかい処理施設が完成

ゴ
ミ
を
術
世
的
に
処
思
し
住
み
よ
い
町
づ
く
り
に
!
と
、

ニ
町
共
同

(

今
金
北
桧
山
‘
瀬
棚
)
で
北
部
桧
山
術
生
セ
ン
タ
ー
に
注
反
し
て
い
た
『

じ
ん
カ
い
処
理
施
設
』
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し
‘
問
け
操
業
開
始
を
目
さ
し

て
準
備
を
す
す
め
て
い
ま
す
。

じ
ん
か
い
と
し
以
処
型
施
設
が
併
直
さ
れ
る
の
は
、
道
内
で
浦
河
問
に

つ
い
で
一
番
目
で
、
北
部
桧
山
町
環
境
術
生
は
総
九
日
的
に
前
進
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

三
町
共
同
で
運
営

て
い
た
も
の
で
す
。

処
理
地
設
は
、
機
械
化
ハ
ソ
チ
燃
焼

式
と
い
う
焼
却
炉
で
、
燃
料
じ
霊
油
と

し
尿
処
型
地
泣
か
均
発
生
す
る
メ
タ
ン

ガ
ス
を
利
用
し
、

-
日
八
時
間
綜
動
し

ま
す
。

ま
た
、
巡
内
で
初
的
て
の
大
虫
ず
レ

ス
機
(
四
宵
万
円
)
を
導
入
し
‘
洗
た

く
機
、
テ
レ
ビ
主
ど
屯
気
器
具
的
廃
品

や
プ
ラ
ス
チ
y
ク
、
ピ
ン
類
主
ど
燃
え

な
い
ゴ
ミ
も
処
理
で
き
ま
す
。

此
部
桧
山

ニ
町
に
は
、
昨
年
五
月
に

し
以
処
川
場
が
完
成
し
、
出
附
生
的
な
川

づ
く
り
に

一
歩
前
進
し
ま
し
た
が
、
枇

近
急
附
し
て
い
る
ゴ
ミ
の
持
川
て
場
に
は

各
町
と
も
以
を
悩
ま
し
て
い
ま
し
た
@

こ
の
た
め
①
住
設
経
品
目
的
川
宏
@
将

米
町
維
持
官
邸
の
軽
減
ー
な
ど
か
勺
じ

ん
か
い
処
理
施
設
の
建
設
を
三
町
共
同

で
建
設
す
る
こ
と
に
決
的
、
昨
年
八
月

に
術
生
セ
ン
タ
ー
内
向
敷
地
に
拍
エ
し

一
万
五
千
人
分
を
処
理

11111111111111111111111川 1111111111山 11111川川1111111111附川1“川川11川川川111川川川i川川11川川11川川川川川川11川l川川11川川川11川川11川川H川川l川"川川川川11川川川11川川川11川川川川H川川川H川川H川11広 報 い ま カか、 ね 1111川川川11川川川11川川11川川川11川川11川11川11川川11川川川l“川川川11川川川H川川川川川川川川H川11“川川川11川川川11川川川11川川川川川川川H川川川1111111111川111川川l川 111111111111[ 第 152J 1川川l

"'-' 

一
目
的
処
忠
能
力
は
、
十
五
ト
ン
で

約
一
一
力
車
千
人
分
ま
で
処
型
で
き
、
将

米
町
人

umに
も
じ
ゅ
う
よ
ん
対
処
で

き
ま
す
。

位
以
巳
攻
し
た
総
事
業
品
目
は
、

二
千

七
有
六
ト
八
万
七
千
円
で
、
こ
の
ヲ
ち

倒
雌
補
助
金

ニ
何
万
円
、
起
債
-一
千
二

行

H
4万
円
と
主
っ
て
お
り
‘
山
間
リ

一

千
二
宵
十
八
万
七
千
円
が
三
町
の
負
刊

で
す
巴

こ
の
処
理
地
設
の
完
成
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
御
影
、
末
広
町
、

じ ん か い 処 理 施 設

~') 

貯
蔵
、
保
管
‘
運
送
の
対
策
@
受
検
体

制
的
合
理
化
な
ど
の
事
業
を
行
な
い
産

米
肉
声
価
向
上
を
図
る
方
針
て
す
。

協
機
会
的
構
成
は
‘
町
、
議
会
、
農

業
委
貝
会
、
農
協
、
農
業
改
良
普
及
所

な
ど
の
団
体
長
ゃ
、
学
職
経
験
者
、
農

業
行
政
関
係
機
関
町
職
貝
官

v
で
、
地

区
推
進
貝
と
し
て
農
事
組
合
長
が
あ
た

り
ま
す
。

良
質
な
米
づ
く
り
を

雌
献
推
進
協
議
会
が
設
立

良
質
な
米
づ
〈
り
を
す
す
め
、

農
家

経
済
的
発
展
に
資
そ
、
3
l
と、

『今
金

町
産
米
改
良
推
進
協
議
会
』
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

こ
と
し
の
米
づ
く
り
は
、
生
産
制
堅

や
4
4
価
問
題
な
ど
き
び
し
い
情
勢
に
あ

り
ま
す
が
‘
こ
れ
を
乗
り
き
る
た
め
優

良
品
極
的
普
及
、
生
産
施
設
の
近
代
化

は
場
町
箆
備
、
機
械
化
の
推
進
な
ど
に

よ
り
生
産
性
向
向
上
を
図
る
と
と
も
に

米
質
、
食
味
の
改
普
に
積
極
的
に
取
り

組
ま
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

こ
の
た
め
、
協
議
会
で
は
@
産
米
改

良
町
趣
旨
普
及
@
優
良
品
種
的
普
及
、

更
新
@
産
米
町
品
質
お
よ
び
収
穫
、
乾

燥
、
調
製
、
包
装
の
改
普
@
米
内
集
荷

3 ) 

一
一
月
十
五
日
に
行
な
わ
札
た
第
一
回

町
会
合
で
は
、
会
長
に
町

長
を
選
ん
だ
あ
と
、

@
推

進
母
体
何
設
置
@
土
地
基

景
盤
盤
備
@
優
良
品
極
的
育

風
成
@
地
方
培
養
の
促
進
主

え
ど
の
推
進
事
項
を
決
的
、

健
こ
の
実
施
事
項
と
し
て
@

回

健
苗
円
育
成
@
品
種
の
統

の

一
選
択
@
適
正
施
肥
と
病

年
寄
虫
の
適
期
防
除
@
上
位

昨
等
級
米
生
産
者
へ
町
褒
賞

内
実
施
な
ど
を
決
め
ま
し

た
ま
た
、
本
道
米
町
問
題

農業学園生を募集

農業を近代化L、盟かな町を建

設するため、す〈れた農業後継者

を育てようと、町ではことしも農

業学園生を募集Lています.

この農業学困は、昭和40年から

毎年間固され、働きながら学べる

通信教育、合宿教育として親Lま

れており、現在までに65人的貴重

な農業後継者を送り出しています。

募集要領は次円とおりですが、

詳 Lいことは役場産業課へお問い

合わせください.

b入学資格

農業に従事するおおむね18歳未

満町中学校卒業生

b募集人貝約30人

b入国手続き

3月31固までに願書類 (役場産

業課にある)を添えて学関長に提

出する。

t>修業年限

b経費

授業料は無料ですが、合宿や面

接指導などの経費は学園生町負担

b手当

奨学手当(年額2，000同)と被服

千当 (午額1，000問)を支給.

2カ年

凶
月
か
ら
山
崎

南
町
的
コ
ミ
拾
て
場
は
、

止
さ
れ
ま
す
。

主
お
、
収
集
万
法
な
ど
は
次
の
と
お

り
で
す
。

一
般
手
数
料
は
無
料

マ
収
集
卓

ダ
ン
プ

4
と
ロ
ド
パ
〆
力
車
を

用
い
@

一
定
的
場
所
へ
収
集
日
に
各
人

が
集
附
し
て
お
く
ス
テ
l
ン
ヨ
ン
方
式

@
干
定
道
路
へ
市
中
が
米
た
と
き
に

ι械

市
中
に
持
っ
て

い
く
方
式
の
ど
ち
り
か

を
掠
用
し
ま
す
。

マ
ゴ
ミ
町
出
し
万

燃
え
る
ゴ
ミ

(残
飯
凱
を
含
む
)
は

市
版
予
定
的
紙
袋

(一

袋
十
三
円
脱
皮

で
月
に
四
|
七
袋
)
か
ダ
ン
ボ

i
ル
箱

そ
の
他
の
袋
類
に
人
れ
ま
す
。
し
か
し

こ
れ
ま
で
の
ポ
リ
系
的
袋
は
使
用
で
き

ま
せ
ん
。

ア
キ
カ
ン
、
ピ
ン
類
、
鉄
板
ク
ズ
な

ど
小
型
的
燃
え
主
い
ゴ
ミ
は
袋
に
人
札

ト人型
の
も
の
に
は
ナ
ワ
を
か
け
る
よ
う

に
し
ま
す
。

マ
収
拠
同
教

今
世
山
伽
地
は
.
燃
え
る
ゴ
ミ
が
迎

。
川
、
燃
え
主
い
コ
ミ
が
川

4

同
、
附

川
地
区
は
、
燃
え
る
ゴ
ミ
が
辺

一
問、

燃
え
な
い
ゴ
ミ
が
け
二
凶
て
す
。

マ
収
集
千
数
料

一
般
住
民
は
無
料
で
す
が
、
ゴ
ミ
の

円
以
が
と
く
に
多
い
い
も
業
所
な
ど
に
つ
い

て
は
、
小
型
ダ
ン
プ
単

一
台
分
で
干
円

か
ら
千
五
行
円
脱
皮
で
す
。

、t
占
と
し
て
、
ヤ
ケ
米
、
未
熟
米
‘
死
米

な
ど
が
多
い
な
ど
の
こ
と
に
つ
い
て
そ

内
対
策
が
話
し
合
わ
れ
ま
し
た
。

ン

J 
ことしの米生産

調 整目標数量
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米
生
産
制
強
対
策
協
議
会
は
、
二
月

二
十
六
日
役
場
で
開
か
れ
ま
し
た
。

協
議
会
に
は
、
町
長
、
農
協
組
合
長

農
業
委
只
会
長
、
農
業
共
済
組
合
長
な

ど
が
出
席
し
、
ま
ず
町
長
か
ら
こ
と
し

町
生
産
調
整
目
標
数
量
一
千
七
百
三
十

六
ト
ン
(
平
年
作
で
約
四
百
九
十
四
ヘ

ク
タ
ー
ル
分
)
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
協
柚
概
し
た
結
来
、
政

府
民
入
限
度
数
置
が
五
千
九
百
九
+
五

ト
ン
と
い

3
こ
と
も
あ
り
、
鹿
市
中
組
合

単
位
に
目
標
数
量
を
定
的
て
協
力
し
て

も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
~
。

米
生
産
詞
艶
奨
励
補
助
金
に
は
、
休

耕
奨
励
、
寄
託
休
耕
、
農
地
保
有
合
理

化
法
人
賃
貸
奨
励
、
普
通
転
作
奨
励
、

博
判
伝
乍
健
由
主
ど
M
Y

ら
ワ
ま
ず
。

暖
か
い
思
い
や
り
と

正
し
い
し
つ
け
を

日
閣
U

9
4山

阻
司
皐

こ
と
し
む
卒
業
ン
l
ズ
ン
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。

毎
年
の
こ
と
で
す
が
、
ニ
何
時
期

に
は
少
年
の
非
行
が
え
え
て
き
ま
す
.

学
校
か
ら
の
解
肱
惨
か
ら
飲
酒

喫
煙
を
し
て
遊
ぶ
、
金
ほ
し
さ
の
港

み
、
お
ど
し
と
い

っ
た
犯
非
に
ま
で

発
展
し
て
い
ま
す
。

金
づ
か
い
が
荒
く
な
っ
た
と
か
、

友
だ
ち
づ
き
あ
い
が
変
だ
と
思
っ
た

ら
す
ぐ
注
立
し
、
親
子
で
話
し
合
い

ほ
か
い
思
い
や
リ
と
正
し
い
し
つ
け

に
よ
り
、
前
進
あ
る
少
年
を
非
片
付
か

ら
芋
っ
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
車
業
則
は
と
か
く
公
的
部

ち
つ
か
な
い
と
き
で
す
。
そ
の
た
め

ち
ょ
っ
と
し
た
こ
と
で
感
情
的
に
主

リ
「
家
出
」
と
い
っ
た
こ
と
も
お
き

が
ち
で
す
。

過
保

A
L危
険
で
す
が
、
自
分
の

L
z
と
む
だ
け
は
と
安
心
す
る
の
も
危

険
で
す
。
つ
ね
に
細
か
い
配
慮
を
し

て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

今
後
も
こ
の
会
を
過
し
て
、

4
出
聞
の

食
拙
恭
一
地
と
し
て
は
ず
か
し
〈
な
い
良

質
な
米
づ
く
り
に
励
み
ま
し
ょ
う。

こ
の
y
ち
、
今
金
町
内
十
ア
ー
ル
当

り
の
基
事
補
助
金
は
、
休
耕
奨
励
二
万

五
千
九
百
八
円
、
普
通
転
作
奨
励
二
一
万

九
百
八
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

目
標
が
達
成
で
き
る
よ
う
農
家
の
み

な
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

氷割りで道路の除雪を

早めよう

近所共同です手ド水路
づくりを



かね川1111111111111111川11川11川川1111111111川川l川川11111111111111川111111111川l川111[ 4] 

設
の
格
制
④
中
学
校
統
合
主

ど
文
教
地
設
の
幣
備
⑤
町
民

悩
祉
施
設
の
戦
備

l
sど
が

上
位
を
占
的
、
町
民
が
町
政

に
主
に
を
望
ん
で
い
る
か
は

っ
き
り
し
た
点
で
注
目
さ
れ

ま
す

2
さ
』
り
に
、
町
で
期
待
さ
れ

る
産
量
は
水
稲
‘
馬
玲
甚
な

ど
の
内
同
業
が
凹
=一

・
六

%
、

乳
牛
、
肉
牛
、
豚
な
ど
の
畜

産
業
が
三
六

六

%
、
林
業

一
四

・
五
%
商
工
業
二

・
三

%
、
観
光
二

・
一
%
、
鉱
業

0
・
九
%

と
な
っ
て
お
り
、
町
の
基
幹
産
業
で
あ

る
山
首
林
業
に
期
待
す
る
声
が
圧
倒
的

で
す
。

総
合
計
画
の
基
礎
資
料
に

町
民
的
hu向
を
広
〈
と
リ
入
れ

た
総
合
計
闘
策
定
の
基
礎
資
料
に

し
よ
う
!
と
町
子
は
、
昨
年
十
二

月
住
民
立
向
調
貨
を
実
施
し
ま
し

た
。

川
年
同
同
勢
調
査
で
も
明
』
っ
か
に
な

っ
た
よ
う
に
、
過
疎
化
現
般
的
激
し
い

な
か
で
、
町
の
将
米
は
ど
の
よ
う
に
す

す
む
か
、

問
を
発
展
さ
せ
る
た
め
に
は

ど
ん
な
産
業
が
必
嬰
か
ー
な
ど

、
町
民

の
み
主
さ
ん
の
点
剣
な
与

え
が
明
確
に

表
わ
札
て
お
り
、
立
川
九
州
に
も
身
泣
か

で
世
重
な
立
見
が
数
多
く
あ
り
ま
し
た
。

町
で
は
、
こ
札

均
的
怠
向
を
広
く
と

り
入
れ
、
そ
れ
を
汁
抱
一礎
と
し
て
庁
京
町

振
興
を
は
じ
め
、
生
活
環
境
の
幣
備
、

町
民
悩
祉
の
向
上
主
と
長
期
的
視
野
に

た
勺
た
総
A
H
計
幽
を
策
定
す
る
方
針
で

す
。回

答
を
よ
せ
ら
札
た
二
百
五
十

一
人

の
う
ち
、
俸
給
者
が
九
十
三
人
(
四
O

四
%
)
山
林
業
者
が
五
十
九
人
(
二

五
・
七
%
)
商
工
業
者
が
二
十
凶
人

(

一
O

四

%
)
そ
の
他
が

U
卜
凶
人
で

回
答
な
し
は
二
十

一
人
で
す
。

ま
た
、
年
齢
、
男
女
別
で
は
、
佐
川
巾

王
を
対
象
と
し
た
だ
け
に
凶
十
代
の
男

が
枇

ι多
く
、
以
下
一二
十
代
五
十
代

的
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
訓
k
H
は
、
町
の
全
世
幣
か

ら
無
作
為
に
抽
出
し
た

4
分
の

}(

丘
百
三
十

一
世
帯
)
円
世
慌
を
対

象
に
行
な
わ
れ
ま
し
た
が
凶
谷

数
は
二
百
五
十

一
世
情
で
四
十
七

。
二
%
で
し
た
。

こ
円
利
先
結
棋
の
お
も
な
内
容

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

町
の
将
来
は

町
的
将
米
は
発
展
す
る
見
込
み
が
あ

る

(
凶
ニ

・
九
%
)
と
い
づ
な
か
に
は

北
部
桧
山
町
中
心
町
村
と
し
て
進
む
と

い
う
希
望
的
観
測
も
多
〈
あ
り
ま
し
た

が
、
森
林
、
土
地
、
水
主
ど

の
資
源
や

自
然
条
例
に
忠
ま
れ
て
い
る
‘
公
害
が

な
い
な
ど
.
郎
市
に
な
い
き
れ
い
で
生

活
環
境
が
よ
く
住
み
よ
い
町
づ
く
り
を

期
待
す
る
声
が
強
〈
表
わ
れ
て
い
ま
す
。

反
而
、
過
陳
現
象
を
心
配
し
て
人

口
が
だ
ん
だ
ん
減
少
す
る
と
か
、
千
ど

も
が
あ
と
を
つ
い
で
く
れ
な
い
か
ら
と

い
っ
た
現
象
よ
り
悲
〈
な
る
と
い
う
意

見
が

一
九
・

一
%
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
町
を
発
展
さ
せ
る
た

め
ど
の
よ
う
主
こ
と
が
重
要
か

ー
で
は
、
①
通
路
網
の
改
良
と

除
雪
対
日
山
市
道
業
法
盤
内
整
備

と
生
産
性
向
上
対
策
③
医
療
地

1111111川[第 153]1111川川川11川111川川川川川111111川111111111111111広 報 いま

町を発展さするために必要な施策
区 分 I 1平市

道路網的改良と除雪対策 1，630 

E4業法皇室町特叩jと生産性JitJ上対策 1，605 

医 療l晦設の幣備 1，479 

中学校統合など文教施設格備 1，209 

町民悩祉地設の幣制 1，075 

総合社会数ff出動向推進 1，041 

1街工企業向振興対策的推進 1，029 

観光、地下資源など未利lfJ資源I-J日光 994 

失利河ダム建設な どtf，木地設の桜備 882 

墓地統合と公同化HUi，i.itの慨備 560 

い町を期待

道路網の改良と農業基盤整備を

産業開発のため、道路網の確

保と農業基盤整備が強〈望ま

れている

い住みよ

側... 
ぺ，;p

位
一1
2
3
4
5
6
7
8
9
m

順
一

， 、

川11111川11111111111111川川111111111川111111111111111111111111111111川111111111111111川11広報いまかね 111111川111111111111111111111川川111111川川l川川111111[第 153]IIUlIIIII 

働
く
場
所

1
過
疎
化
の
く
い
と
め
に

公害のな

ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
こ
と
か
旬
、
生

活
環
境
が
よ
い
今
金
町
は
、

働
く
場
所
を
つ
く
る
こ
と
が

過
疎
化
を
〈
い
と
め
る
大
き

主
要
素
だ
と
い
う
こ
と
が
わ

か
り
ま
す
。

た
。ま

た
、
ど
こ
へ
行
っ
て
も
変
わ
?
な

い
(
三
十

一
人
)
移
金
資
金
の
め
ど
が

つ
か
主
い
(
十
二
人
)
な
ど
の
水
位
し

た
く
な
く
て
も
し
よ
う
が
辛
い
人
が

い

住民意向

調査結果

永
住
の
希
望
は

一

永
住
町
希
望
に
つ
い
て
は
、
永
住
し

た
い
人
が
六

一
%
を
占
的
、

ホ
住
し
た

〈
主
い
人
は
一
八

・
三
%
で
し
た
。

永
住
し
た
い
理
由
と
し
て
は
、
生
活

環
績
が
よ
い

(七
十
八
人
)
生
活
が
安

定
し
て
い
る

(四
十
八
人
)
が
多
〈
、

永
住
し
た
〈
な
い
人
で
は
、
よ
い
仕
事

が
主
い
(
十
六
人
)
自
然
条
内
が
惑
い

(十
四
人
)
主
ど
の
意
見
が
あ
り
ま
し

八
三
%
が
中
学
校
統
合
に
賛
成

校 一

商工m10人
( 2.3%1 

数
合
行
政
的
大
き
な
問
題
と
な
っ
て

い
る
中
学
校
内
統
合
に
つ
い
て
は
、
統

合
に
賛
成
が
八
二

・
八
%
(
百
六
十
八

人
)
と
ほ
と
ん
ど
町
人
が
統
合
を
望
ん

で
い
ま
す
。

し
か
し
、
学
校
数
に
つ
い
て
は
、
一

三
校
が
よ
い
が
五
六
・

三

%
と

『
一

で
よ
い
』
を
上
回
り
ま
し
た
.

公
民
館
町
新
築
予
定
相
場
所
は
、
四
役

場
庁
舎
の
位
置
が
八
五
・

六
%
(
百
七

十
三
人
)
と
圧
倒
的
で
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト

b広報、いまかねザを読んでい ますか

①毎号読んでいる 200人 (79.7%)

②ときどき読む 39'人 (15.5%)

③読まない 12人(4.8%) 

bどんな記事を多 〈読みますか

①町内できごと(J， 101点)②議会記事(J，039) 

③役場内仕事の記事(868) @お知らせもあ(

7')8 )⑤解説記事(681) 

1> ;i l!~J;:町内容を理解 L て〈れま L たか。
①わかりや寸い 194人 (87.0%)

②わかりにくい 22人(9.9%) 

③わからない 7人 (3.1%) 

。Lだいすぐ送りますのでご一報くだきい。

んな記事を多〈読むか では町内できごとがトソ

プで関心円高いことがわかり、以下議会記事、役場の

仕事、お知らせもの、解脱記事的順となっています偽

記事的理解度てeは、わかり やすいが 87%を占日

Lたが、 13%町わかりにくい、わからないという意

見がありました.

今後ともこれらの意見を参考に多角的な取材、編集

で、茶町間にいながら町の姿がわかり、みなさんの骨

見が正 L(反映されたより親しみ円ある広報に したい考

えです。

まれているか意向調査と合わせてアンケート調査を行

広報紙は、町民的みなさんと町を結よかけ橋です。

W広報いまかねe がどの程度町民のみなさんに親L

8

ま

所

あ

い

近

絡

ι
す

も

。
速

は

ま

人

た

に

入

り

い

し

室

い

な

な

ま

画

な

に

か

い

企

;

と

ま

人

場

駁

こ

ひ

5

役

り

る

む

も

あ

い

読

人

ら

も

で

、

、

っ

た

と

ん

は

い

し

こ

続

て

と

ま

た

が

い

い

い

っ

人

つ

な

が

だ

の

に

れ

ん

主

ど

由

さ

い

。

帯

ん

理

付

な

た

世

と

い

配

れ

し

か

は

な

、

き

1
6

象

、

ま

が

付

い

対

と

読

た

配

な

%

L

t

親しまれている
町のできごと

*読む砂95%が

[ 5] 

ど



l川川川"川川川"川"川l川川川H川川" [ 第 1凶53幻1"川山川"川川"川"川"川山H川l川M附i“川"川川川"川川"川"川川"川川川"川川川H川川"川"川"川川川"川山川l川川川"川川111川川"川川川"川川"川"川1川酬"馴川川111川州H川川酬"川川川"川川"川川川1111111111111111111111広 報 い ま か ね 111111111111111111111111111111111111川 111川 11111111111111111111111111111111111111111111111111¥11[6] 

d 7/、

'" 

活設計の中心に

拠出制走齢年金が支給開始
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あ
ゆ
が
と
う

自
衛
隊
の
協

自
衛
隊
の
へ
リ
コ
プ
タ

が

緊

eg山
動
し
て
重
体
的
児
童
を

救
い
‘
感
謝
さ
れ
て
い
ま
す
。

二
月
六
日
午
前
十
時
ご
ろ
、

今
金
小
町
一
児
童
が
西
町
杜
ス

ロ
ー
プ
で
ソ
リ
遊
び
を
し
て
い

る
う
ち
に
誤
っ
て
電
柱
に
激
突
。

す
ぐ
に
国
保
病
院
に
収
容
さ
れ

手
当
て
を
受
け
ま
し
た
が
、
首

の
什
を
折
っ
た
ほ
か
脳
内
出
血

肉
疑
い
も
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
た
め
‘
同
保
病
院
で
は
、

咽
ι山
市
立
-
制
院
に
移
す
、

E
に

し
ま
し
た
が
阜
で
は
移
送
困
難

主
状
態
に
な
リ
、
八
日
夜
、
桧
山
支
庁

を
通
じ
て
、
自
衛
隊
に
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

の
出
動
を
要
請
し
た
も
の
で
す
。

自
衛
隊
で
は
、
さ
っ
そ
〈
快
諾
し
て

[7) 

お知らせ

こ
と
し
の
四
月
か
ら
い
よ
い
よ
国
民

年
金
の
拠
出
制
老
齢
年
金
が
支
払
わ
れ

ま
す
が
、
最
初
に
こ
の
年
金
を
受
け
ら

れ
る
方
は
明
治
三
十
九
年
に
生
ま
れ
た

方
々
で
す
。

道
内
で
は
約
六
千
五
百
人
ほ
ど
お
り

五
年
後
円
昭
和
五
十

一
年
に
は
実
に
七

万
五
千
人
と
多
く
の
方
々

V
国
民
平
金

的
拠
出
制
老
齢
年
金
を
受
け
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
い
ま
わ
が
国
で
老
愉
年

金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
.
六
十
五
歳

以
上
町
老
人
百
人
の
う
ち
八
人
と
わ
ず

か
で
す
が
、
五
年
後
円
唱
和
五
十

一
年

に
は
三
十
三
人
五
十
五
年
に
は
五
十

八

・
五
人
、
さ
ら
に
六
十
年
に
は
八
十

人
と
急
激
に
均
加
し
て
行
き
、
近
い
将

来
に
お
い
て
す
べ
て
の
人
々
が
必
ず
年

金
を
受
け
る
時
代
が
や
っ
て
く
る
こ
と

は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

ニ
の
こ
と
は
定
後
の
&
お
を
悩
む

う
え
で
吃
齢
年
金
的
来
た
す
役
翻
が
年

年
大
き
〈
主
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
と

と
も
に
、
年
金
が
こ
れ
か
ら
の
老
後
の

生
活
設
倒
的
中
心
と
な
る
こ
と
を
意
味

し
て
い
る
と
い
え
ま
し
ょ

5
。

未
納
期
間
は
あ
り
ま
せ
ん
か

へlL事埼捧連盟副EムJ 誌fLEE
I 年
l 金

}J¥トe;川工リ2車限雲J 川
|ZJMMZ nEZME・12??

るべ十和的法き未 ; 制べ帳度 てな手
三三て 律 ま納 まう|聞いあご はいを

f品手十い改し捌にが来る白 土t書l
10 ..，九六な正よ!日Iflioあ納い分 、 4
長Z月年いでうを険るとはの 222将
りこ分四保、 。な 料方な領国 一

力
で
児
童
を
救
う

札
幌
市
其
駒
内
か
ら
九
人
乗
り
の
大
型

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
を
出
動
さ
せ
、
九
日
午

前
七
時
ご
ろ
利
別
川
町
川
原
に
到
着
し

ま
し
た
。

.送電線近〈の立木伐採は北地に

連絡を

最近、他町村で立木伐採などに

より送電線的感III事故が相ついで

発生しています.

今金町には英利河、花石、中里

通過町函館幹線、白石、豊田通過

の今金線、 i頼棚線などの送電線が

あり、これらは 3万ボルトの電圧

で送電されています.

このため、危険度も高〈立木伐

採などで誤って接触しますと感電

し電線も断縦しますので非常に危

険です。

また、事故が起こりますと、一

般家庭内'ill線とi車い復旧に長時間

かかり、北部桧山が全部停電にな

ります。

送電線路町近くでの立木伐採、

屯線に接近する作業など事前に北

電に連絡して〈ださい.専門町係

貝が安全な作業のできるよう立合

います。(北海道電力今金支所)

.農集電話の番号が変わリます/

農村集団屯話円増設工事は、昨

年11月末からすすめられていま L
たが、このほど完成しました。

開通日は次のとおりですが、電

話番号も変わりますのでご注意く

ださい。

b神丘、鈴岡、御影地区

既設地区は 3月23日午前l口時か

ら7干番古になります。新設は 3

月25固までに開通します。

b八束、田代(西部)鈴金、日進

白石、金原、盟田地区

既設電話It3月25日午前10時か

ら番号が変わり、新設は 3月30日
までに開通します。

(今金電報電話局)

ま
し
た
。

保
険
料
は
、
一
カ
月
当
り
四
百
五
十

円
で
、
納
め
ら
れ
る
期
間
は
昭
和
四
十

七
年
六
月
ま
で
の
二
カ
年
間
だ
け
で
す
。

こ
れ
は
、
老
愉
年
金
を
受
給
す
る
に

μ袋
な
期
間
的
保
険
料
が
納
め
ら
れ
て

い
な
い
た
め
‘
年
金
を
受
給
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
、
7
方
々
を
救
3
た
め

の
も
の
で
す
。

免
除
を
受
け
た
人
は

追
納
を

ま
た
‘
国
民
年
金
に
は
‘
保
険
料
を

納
め
る
こ
と
の
で
き
主
い
と
き
に
と

〈
に
保
険
料
の
納
入
を
免
除
す
る
制
度

が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
免
除
さ
れ
た
場
合
‘
保
険

料
を
納
め
た
人
の
三
分
の
一
よ
り
年
金

待
則
し
て
い
た
府
泌
射
さ
ん
た
ち
が

児
鼠
を
機
内
に
来
せ
、
医
而
や
両
税
が

付
き
添
っ
て
回
仰
に
飛
ぴ
ぷ
ち
、
間
ト

五
分
で
山
術
隊
二
十
八
述
隊
に
師
、
小
ぷ

吟
以
む
点
で
函
館
市
立
病
院
に
収
容

さ
れ
、
幼
い

一
命
を
と
り
と
め
ま
し
た
。

そ
の
後
の
病
状
は
良
好
で
、
両
親
た

ち
に
感
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

タンカーでヘ リコプターに

お

困

り

の

方

は

い

ま

せ

ん

か

役
所
的
仕
事
に
つ
い
て
テ
キ
バ
キ
や

っ
て
も
』
り
え
な
い
、
ど
う
に
か
し
て
も

勺
い
た
い
、
ど
う
も
役
所
に
は
申
し
出

に
く
い
人
な
ど
闘
っ
て
い
る
方
は
お
り

ま
せ
ん
か
。

本
町
内
行
政
相
談
委
員
は
、
は

μ
一

号
ん
(
宇
品
守
金

屯
話

子

O
丸

O

七
)
で
す
。
ど
ん
な
こ
と
で
も
気
軽
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

す
べ
て
内
経
は
秘
密
で
、
料
金
は
盤

科
で
す
。

口 解な すむをはに がす、人

i;:izeiAiz・2?115警11;z
zf月号?52T1;;i:tE i iSHへ

。そ隠たやどくめら 'R Eキ2EてZi手sz TE ;支22=で まば金金き 金まが 2
1 活んへついるは 百

たに示あ か 。の寺 ←←剖 h 
と考約り い に、 十十寸，>::4込4..- ":"_ れ
ええ束、 に と 、十H 匂翠量.. 里主
そるさひ な 足並あ十HI f'!Jií3~土」

と出屋~議事呈 たど
τ 自主円到?マー た制国人
も ~mヰ-..!J.. め I主民 へ

- ~晶 J司‘・占時t 、同年
安 ヘミ- 批内金

ω i ま な時ににが判容が

E E ilu:iA主主主主主 Z
はが いン 民 ど比て上会対実主
と苦 でだ年 良べおげ額が Lt-
おし ¥.." 金 〈もりら芝あて初
つい よのに な町、れ芸?と、同

与キよ盟士 JZZ E号tJ、今
る、 。いな いら当ととたつ I~

が
支
給
さ
仇
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
免
除
さ
れ
た
保
険
料
を
経

済
的
に
印
と
片
的

T
き
た
と
き
に
納
め

ら
れ
る
追
納
制
度
が
あ
り
ま
す
。

以
前
、
保
険
料
の
免
除
を
受
け
た
方

dく年

&'¥'談

を義

ロ
お
レ
は
年
金
が
き
ら
い
だ
と
お
っ
し

あ
な
た
の
名
前
で
受

• 町民の声市
街
地
の
道
路
規
制
を

今
金
市
街
地
に
は
、
ス
ピ
ー
ド
制
限

駐
卓
禁
止
な
ど
の
規
制
が
な
く
、
い

つ

も
事
故
が
起
'
」
る
の
で
は
な
い
か
と
不

安
に
思
っ
て
い
ま
す
。

巡
転
者
、
歩
行
者
と
も
安
心
し
て
通

行
で
き
る
よ
う
何
ら
か
の
姉
訟
を
し
て

く
だ
さ
い
。

(
一
町
民
)

向
阿
川
口

最
近
車
両
の
急
激
な
増
加
に
よ
り
、

市
街
地
町
交
通
量
は
非
常
に
で
え
て
い

ま
す
。

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
の
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
人
は
、
ぜ
ひ
追
柄
す
る

よ

5
お
す
す
め
し
ま
す
。

追
納
は
、
十
年
前
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ

で
き
ま
す
。

でて口 たせけ
国 格ず取
民 別自る
年 い由年
金 いに金
l孟 もjlJ'は
ソ のえ
ン でるだ
だ すおれ
と .主 に
お とも
つ L 気
L てカf

俗、ね

る まを

人
へ失

礼
で
す
が
、
そ
ん
主
人
ニ
そ
国
民

年
金
が
必
裂
で
あ
る
と
い
え
ま
す
@

日
々
の
ご
苦
労
は
た
い
へ
ん
だ
と
思

い
ま
す
が
、
そ
れ
ヰ
ら
ば
な
お
さ
句
万

一
の
場
合
的
備
え
が
必
要
で
す
。

も
し
、
保
険
料
を
納
め
る
の
が
岨
雑

で
し
た
旬
、
保
険
料
免
除
の
制
度
が
あ

り
ま
す
か
ら
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

こ
の
た
め
、
ス
ピ
ド
町
出
し
過
ぎ

に
よ
る
事
故
発
生
や
、
他
円
迷
惑
を
布

、
え
な
い
射
卓
に
よ
る
交
通
停
滞
、
除
苫

遅
延
な
ど
が
あ
り
、
町
民
の
み
な
さ
ん

か
ら
交
必
規
制
を
望
む
戸
が
強
く
で
て

い
ま
し
た
。

町
で
は
、
交
通
安
全
運
動
的
推
進
、

車
歩
道
的
区
分
、
歩
道
橋
、
信
号
機
の

設
置
な
ど
に
よ
り
事
故
絶
滅
を
図
っ
て

い
ま
す
。

さ
ら
に
こ
れ
ま
で
の
事
故
発
生
、
交

通
量
、
道
路
町
整
備
状
況
な
ど
も
考
惜

し
て
、
国
道
市
街
地
域
的
ス
ピ
ー
ド
制

限
、
道
路
町
狭
い
繁
華
街
町
駐
車
祭
止

を
函
館
方
而
交
安
委
貝
会
に
要
望
し
て

い
ま
す
が
、
現
在
的
見
通
し
で
は
、
八

月
ご
ろ
ま
で
に
実
施
さ
れ
る
計
画
と
な

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
ま
で
は
、
運
転
者
は
歩
行
者
向

立
場
、
歩
行
者
は
運
転
者
の
立
場
に
た

っ
て
お
互

い
に
譲
り
合
い
、
み
ん
な
の

協
力
で
道
路
を
広
く
有
効
に
使
う
よ
う

努
力
し
ま
し
ょ
う
。
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有
権
者
一
人
一
人
の

自
覚
と
協
力
で

みんな会l

~之選挙

流

地

心

選
挙

L
間
近

か
に
な
り
ま

し
た
。
明
る

く
正
し
い
選
挙
を
す
す
め
る
た
め
に

は
‘
主
候
補
予

2
止
弘
引
の
白
川
川
山
成
は

む
と
よ
リ
、
ム
川
綿
布

一
人

一
人
町
内

党
と
協
力
が
い
取
ら
た
い
せ
つ
で
す
。

。
有
権
者
の
み
な
さ
ん
へ
〈
〉

m主
海

道

九
I
主
町
的
現
状
を
よ
く

け凡
て
将
米
を
兵
剣
に
考
え
こ

れ
か
り
の
政
治
を
ま
か
せ
て
い
け

る
適
任
品
引
を
選
よ
よ
3

心
掛
吋
ま

し
ょ

L

②
明
る
い
、
金
の
か
か
」
り
な
い
選
挙

に
す
る
こ
と
が
紋
も
た

い
せ
つ

で

す
。
金
が
政
治
内
閲
敗
に
つ
な
が

り
や
す
い
か

』
り
で
す
。
選
挙
に
か

か
わ
り
の
あ
る
金
品
、
飲
食
な
ど

を
徹
底
的
に
追
放
し
ま
し
ょ
、
九

〈
〉
立
候
補
予
定
の
み
な
さ
ん
へ
〈
〉

①
一
止
候
怖
の
た
め
に
は
、
前
も
っ
て

周
到
立
準
備
を
す
る
こ
と
が
必
要

で
す
が
、
そ
れ
が
事
前
辺
助
に
つ

な
が
り
な
い
よ
人
選
挙
向
ル
ー

ル
を
守
り
ま
し
ょ

3
。

②
一
後
提
会
に
対
す
る
寄
附
.
後
日
同
会

町
会
合
な
ど
の
際
に
金
、
お
み
や

1111111111 [第 153)'""'川川11川川川111111川 11111川 l川川1111川広報いま

げ
な
ど
を
配
る
こ
と
は
祭
止
さ
れ

て
い
る
の
て
注
直
し
ま
し
ょ
九

入
場
券
は
世
帯

ご

と

に

送

付

四
月
に
行
主
わ
札
る
統

一
地
方
選

挙
町
選
挙
人
名
簿
笠
鈷
要
件
が
次
の

よ
7
に
決
ま
り
ま
し
た
。

m
Y心
知
事
、
ほ
議
選
帯

昭
初
ニ
ト
六
年
四
月
」J

一日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
、
昭
和
四
十
五
年

i

一一
月
十
五
日
ま
で
に
今
金
町
民
に
4
7
6

っ
た
人
。

②
町
長
、
町
級
選
挙

昭
相
二
十
六
年
四
月
二
十
六
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
人
、
悩
和
四
2

寸
六
午

一
月
十
三
日
ま
で
に
今
世
町
民
に
主

っ
た
人

近
日
中
に
そ
れ
ぞ
れ
の
選
挙
町
一
人

場
券
を
件
世
間
ご
と
に
送
晶
子
正
で

す
が
、
ニ
れ
」
り
の
要
件
を
み
た
し
て

い
て
万
一
入
場
券
が
届
か
な
い
場
合

は
、
選
挙
管
理
香
パ
会
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
主
お
、

一-
月一

一十

六
日
以
後
に
転
出
し
た
世
情
は
ち

と
の
住
所
に
送
句
れ
ま
す
の
で
は
白

し
て
く
だ
さ
い

a--司詩
時
、

民
館
合
同
発
表
会

一月
二
十
四

日
文
化
協
会
結
成
後
初
め
て
公
民
館
で
聞
か

れ
ま
し
た
。
日
ご
ろ
鍛
え
た
自
慢
の
ノ
ド
を

披
露
、
今
金
婦
人
会
的
友
情
出
，
酬
も
あ
っ
て

会
場
い
っ
ぱ
い
の
観
衆
は
大
畠
び
。

住民の動曹去、
ー一一一ー一一一←一一-'

前月に比べて

11守443(+18)

~l 5，566(-HI) 

-tx 5，877(+7) 

世帯 2，861(+5) 

C1月31日現在的)
住民基本台帳人口

人口

固
た
ん
じ
よ
う
お
め
て
と
う

京

谷

紀

夫

(降
雄

一一
男
)
南
栄
町

尾
形
加
代
子
(
信
一
二
女
)
稲
松

佐
々
木
英
和

(勉

二
女
)
明

町

仲

川

析

幸

(幸一

長
見
)
鈴

岡

先
行
所
北
海
道
今
金
町
役
場

=広級=

トヒベγクス

今
金
消
防
分
量
族
仁

川

一

協
力
主
し
で
は
リ
っ
ぱ
る
消
防
活
動

で
き
な
い

l
と
、
今
金
分
団
で
は
二

二
十
四
日
公
民
館
に
悶
只
町
家
族
約

百
人
を
招
い
て
料
理
や
福
引
、
演
芸
主

ど
で
労
を
ね
ぎ
ら
い
ま
し
た
。

、

小

西

峰

之

(身

五

民

列
)
本

町

山
下
奈
緒
子

(修

長

女

)

時

川

佐

藤

英

樹

(幹
夫

長

男

)
幡

町

椛
内
真
由
美

(浅

夫

民

女
)
稲
川
相

似

回

雄

二

(
敏
に

一一
見
)
柿

川

細

川

泰

生

(信

一

長

男
)
神

丘

佐
々
木
洋
子
(
利
一
長
女
)
伸
行

一ポ
一
限
公
司

(司
朗

以

男

)
英
利
川

雌

凹

見

附

(征
一ニ

民
拘
)
向
尖
町

固
い
つ
ま
で
も
し
あ
わ
せ
に

出
制
地
正
義
H
一一
一
紙
業
子

山

元

公

夫

H
佐
々
木
他
千

平
肝
弘
光
H
矢
部
川
品
子

石
沢
険
一

HH
新

居

た

か

干

花

石

町
野
菩
代

一
H
中

島

正

子

住

吉

伊

藤

忠

雄

u小
谷

綾

子

高
美
町

戸

国

晩

殿
"
磯
川
、
キ
ミ
子
末
広
町

村

田

敏

明

H
ザ

川

千

純

子

樋

川

女
屋

一
夫
H
償

野

尚

子

本

町

圃
お
く
や
み
も
う
し
あ
げ
ま
す

外

附

太

京

六

十

九

歳

南

栄

町

坂

本

木

古

七

卜

凶

成

金

原

下

山

敦

零

歳

八

束

岡

本

幸

一

零

歳

八

嶋

町

久

保

田

ヨ

コ

七

↓

四

歳

稲

穂

(
一
月
分
)

末
広
町

耳
目
J

判
手
聞

大
和
町

編
匹
企
画
自
'

H
I
t
-
M川
u
t

p
M
l
v
N山
千

査
一丁
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